
 - 1 - 

第 75 回宮城県中学校総合体育大会弓道競技  
 
１ 日  時 令和８年 7 月 22 日（水）競技開始 9:15～  7 月 23 日（木）競技開始 8:30～ 

２ 場  所 仙台市泉弓道場（仙台市泉区野村字新桂島前 60） 

３ 主  催 宮城県中学校体育連盟 

４ 主  管 宮城県中学校体育連盟弓道専門部 

５ 大会役員   

大会会長   三宅 裕之 宮城県古川黎明中学校校長 

大会副会長  菅原  修 宮城県古川黎明中学校副校長 

大会副会長  志賀 雄一 多賀城市立多賀城中学校教頭 

審 判 長   渡辺 博保 宮城県弓道連盟 

審 判 員   上柿 春美 宮城県弓道連盟 
６ 競技役員   

競技委員長  山口  環（多）    

競技副委員長 富岡 照美（利）    

総務     山口  環（多） 

進行     富岡 照美（利）畠山  治（東）沼倉 顕一（小牛田）佐々木和人（石巻弓） 

放送・計時  生徒２名（利府中） 

召集     第２控え：根本 一翔（東） 吉田 直人（錦） 

第３控え：若生 理絵（多） 熊谷 熙義郎（高） 

記録・計時・表彰  丸山 涼子（錦） 佐藤  蘭（小原） 伊藤  睦（古） 

          鎌田  葵（東） 泉  安紀（広） 

PC 担当    藤田 雅士（小原） 阿部 寿典（広） 

的前審判   第一射場側 富岡 豊嘉（学）  髙橋 大輔（古）  

伊藤 優子（大崎） 土生 仁美（小原） 

       第二射場側 鈴木 美保（利）  髙橋 純子（小原） 庄子 明恵（高） 

看的表示   生徒４名（古川黎明中） 

駐車場    7:00～8:00  髙橋 大輔（古） 藤田 雅士（小原） 

7:00～昼頃  外部誘導員を３名（中体連より） 

赤旗矢取り  大江田志帆（学） 新田  務（利）  

※矢取り自体は選手が行う    

   観客席・控室  養護教諭が適宜巡回 

 
7 競技種目及び種目種別 

近的競技（36cm 霞的 距離 28m） 女子の部・男子の部 団体競技・個人競技 射道審査 

 

８ 救護係（市内養護教諭）   7/22 佐藤 綾子（吉成）  小野 米子（将監東） 

7/23  松岡 みず希（七郷） 遠藤 紘子（折立） 
 

9 競技方法   競技は全て 3 人立・3 射場（計 9 人立）で行う。 

＜団体戦＞…1 チームの編成人数は 3 名。ただし、やむを得ない場合は 2 名でも団体と認める。 

（予選）各人立射により３立 12 射、チーム 36射を行い、的中数上位 9 チームを予選通過とす

る。同中の場合には射詰競射によって予選通過チームを決定する。 

（決勝）各人座射により２立８射、チーム 24 射を行い、予選との合計 60 射の総的中数により

順位を決定する。同中の場合には射詰競射によって順位を決定する。 

 

＜個人戦＞…団体戦出場者はこれを兼ねる。個人戦のみの出場も認める。 

各人立射により３立 12 射を行い、最高的中者から順位を決定する。同中の場合は、

優勝決定戦については射詰競射、その他については遠近競射によって順位を決定する。 
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10 競技日程 

  ○7月 21日（火） 機材等搬入・準備 

   ○7月 22日（水）      会場借用時間 7:00～21:00  

7:15   開場、会場準備 

8:20   競技役員・監督会議 

8:50  開会式（選手は矢道に集合） 

9:15   競技開始  【午前の部】女子の部団体戦予選・個人戦一回目（4 射）   

男子の部団体戦予選・個人戦一回目（4 射）   

    11:35  昼食 

    12:10  顧問打合せ（必要に応じて的替え） 

    12:20  競技再開 【午後の部】女子の部団体戦予選・個人戦二回目（4 射）   

                                     男子の部団体戦予選・個人戦二回目（4 射）    

        14:45  後片付け 

    15:10  完全退館 

    ○7月 23日（木）            会場借用時間 7:00～21:00  

7:40   開場、準備 

8:00    競技役員・監督会議 

8:30    競技開始   【午前の部】 女子の部団体戦予選・個人戦三回目（4 射） 

                                         男子の部団体戦予選・個人戦三回目（4 射） 

                                       個人戦順位決定戦  決勝射詰・順位遠近      

                                       団体戦予選通過チーム決定戦  射詰       

        11:30  昼食 

    12:10  顧問打合せ（必要に応じて的替え）                  

        12:30  競技再開  【午後の部】  団体決勝戦  女子・男子一回目                      

                                        女子・男子二回目  

女子・男子決定戦    

        14:40  閉会式（選手は矢道に集合） 

        15:10  後片付け 

    15:40  完全退館 
 

11 競技規則 

全日本弓道連盟「弓道競技規則」を準用する。併せて、宮城県中学校体育連盟弓道専門部申し

合わせ事項を競技細則とする。 
 

12 表彰 

団体戦 男女別、上位３位までを表彰する。（優勝チームには個人賞状も授与する） 

射道優秀賞を男女それぞれ１チームに授与する。 

個人戦 男女別、上位８位までを表彰する。 

射道優秀賞を男女それぞれ１名に授与する。（状況によって該当なしの場合や増える場合もある） 

 
13 宮城県中学校体育連盟弓道専門部申し合わせ事項 

（1）選手交代 

選手の交代は認めない。選手名簿提出後、けがまたはやむを得ない理由で参加できなくなっ

た場合は、登録されていない選手の補充を認める。申出は、当日の監督会議の場で受け付ける。 
（2）決定戦（射詰め）での矢返し 

矢返しは４矢が終わるごとに行い1本ごとの矢返しは認めない。必ず予備矢を用意すること。 
（3）服装 

・服装は弓道着、袴、白足袋を着用することを原則とする。体操着の場合は、行射の妨げにな

らないように注意すること。 

・ハチマキを使用する場合は肩の長さまでとする。 

・頭髪は、行射の妨げにならないように束ねること。ピンの使用は避けること。 

・中体連弓道専門部で準備したゼッケンを右腰につけて出場すること。ただし、学校独自の 
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ゼッケンを着用する場合は、所定のゼッケンの妨げにならないようにすること。ただし、応

援や控え室では、当日の天気や気温に応じた服装とする。 

・体育着で出場する場合は、靴下は柄のない白い靴下とする。 
（4）召集について 

服装・弓具点検のため、控えは第３控えまでとする。第３控えから第２控え移動時までに

そろわない選手は、その立に限り失格とする。 
（5）競技時間 

競技は進行係の「始め」の合図により本座において始まり、最後の射手の離れで終わる。 

制限時間は『会ー打ち起こし』の間合いで立射の場合は 6 分 00 秒以内とし、5 分 30 秒の

予鈴、座射の場合は 7 分 00 秒以内とし、6 分 30 秒の予鈴で進行係が同時打ち起こし 

を促す。団体競技において、制限時間を越えて発射されたもの、前者を追い越して射たもの

は、全て無効とする（個人戦としては有効である）。また、個人のみに出場する立ちの制限

時間は設けないが、間延びしないように各自が注意すること。 
（6）かけ声 

射場内での掛け声や助言は禁止する。応援は横皆中または皆中時の拍手と的中時の声掛け

とする。 
（7）参加選手数 

      出場できる選手数について、団体戦は男女各４チーム以内、個人戦は男女各２名以内を原

則とする｡正式なチーム数は専門部総会において調整会議を持ち決定する。 
（8）進行について 

団体戦においては男女別の進行とし、進行係は射場審判の役割も兼ねる。 

※危険な行射と判断される行為があった場合、以降の行射の中止等を指示することがある。 
（9）その他 

【介 添 え】 設けない。競技中に的中の判定等に疑問点が生じた場合は、矢を抜く前に選手が

進行係に申告することを認める。弦切れの場合は進行係で替弦を張ることとする。 

【用 具 等】 押手弽、サポーター、テーピング等を付けて出場する場合の監督会議での申し出

は不要とする。ただし、かけ止め(ピン)の使用は認めない。 

【そ の 他】 ① 大会参加生徒は、選手と補助役員のみとする。 

       ② 矢取りは、自分の立ちの次の次の立ちとする。 

       例 22 番（東豊 D・個人）と 23 番（個人）が 1 番（高崎 A・錦ケ丘 A・古川黎明

A）と 2 番（多賀城 A・東北学院 A・利府 A）の矢取りをする。1 番が 3 番（東

豊 A・大崎弓道会・石巻弓道会 A）の矢取りをする。 

       ③ 試合中の応援席では、水分補給のみとし、喫食は、昼食時のみとする。 

④ 保護者等応援は制限を付けない。なお、保護者に対しては次のことを徹底させ 

ること。 

（ア）フラッシュ撮影は禁止とする 

（イ）応援は、第二射場側のみとする 

（ウ）応援席での日傘の使用は禁止とする 

（エ）トイレは、体育館または、テニスコート前を使用し、控室・道場内は使

用しないこと 

⑤ 各校へ「保護者用駐車証」を配付する。「保護者用駐車証」の分配及び運用方 

法は各校に一任する。なお、駐車は総合運動場内の空いている場所となるが、極

力 C の区分（プール跡地、体育館向かいの広いスペース）とする。 

⑥ コーチは、名札を付けて第一射場側応援席への入場を可とする。トイレは道場

内を使用すること。 

     ⑦ 団体戦優勝校に、第 23 回全国中学生弓道大会（団体戦）への出場権を与える。 

また、個人戦優勝者に同大会（個人戦）への出場権を与える。 

⑧ 近隣商業施設駐車場を使用しないよう、各校で連絡を厳に徹底すること。 

⑨ 選手は安全には十分配慮すること｡ 

⑩ 携帯電話などの電子機器の使用は、各学校の規定・約束事に準ずる。 

⑪ 会場でのゴミは、全て持ち帰りとする。 

⑫ 熱中症対策は、宮城県中学校体育連盟の「熱中症予防対策について」に基づい
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て行う。その場合、予選の射数が減るなど競技方法が大会中に変更されることが

ある。 

⑬ 緊急事態が発生した場合は、競技を中断し、状況を確認のうえ、適切な対応を 

行う。中断した場合は、その続きから競技を再開する。 

 
14 開閉会時の流れ                                                                        

開会式            司会…(富岡・利) 

  1) 開会宣言  部会長 

 2）拝礼    司会 

 3) 審判員紹介 競技委員長 

 4）競技上の注意 （吉田・錦） 

  5) 優勝杯返還 

     女子団体:多賀城中学校 

    男子団体:東北学院中学校 

      女子個人:金來歩花 広瀬中学校 

    男子個人:藤澤耀久 東北学院中学校 

  6) 選手宣誓  広瀬中学校主将 

  7) 競技開始宣言  司会 

                                            

                                   

(選手宣誓当番順） 

① 東豊中（平成 30 年）、② 多賀城（令和元）、 

③ 高崎中（令和 5 年）、④ 利府中（令和 6 年）、 

⑤ 東北学院中（令和 7）、⑥ 広瀬中、 

⑦ 古川黎明中、⑧ 錦ケ丘中  

  

※競技場の諸注意の際に、応援席の使用及び選手

控え室の使用についての注意事項も合わせて

行う。 

 

 閉会式            司会…(庄子・高) 

  1) 成績発表  記録（丸山・広） 

  2) 表彰      部会長・記録  

 3）拝礼    司会 

  4) 閉会宣言    副部会長 

 5) 事務連絡  競技委員長 

 

  

 成績発表、表彰は 

（団体 女子→男子）→（個人 女子→男子） 

→（射道優秀 団体→個人、女子→男子） 

 の順とする 

 

15 大会準備について 

・紙的の準備(40)……各校で準備 (既存木枠2個＋新規木枠３個＝５個)×８校 新規木枠は県新人大会で

も使用 

           各弓道会、小原中も既存の木枠１個を準備する 

・大型テントを２張り、専門部としてレンタルする。第一射場に専門部のタープを設置 

・各校から熱中症対策として持ち寄り……①大型テント  （ 高崎1、利府1 ） 

                   ②業務用扇風機 （ 東豊3     ） 

                   ③家庭用扇風機 （ 多賀城2、大崎2 ） 

                   ④ドラム    （ 小原2、多賀城2、高崎1 ） 

                   ⑤延長コード  （ 大崎2     ） 

・安土関係、赤旗………………………（東北学院） 

・看的表示機械…………………………（広瀬） 

・射場内関係（表示）、座席表示……（利府・錦ケ丘・小牛田弓道会・石巻弓道会） 

・いす・机………………………………（多賀城・高崎・大崎弓道会） 

・弓立て、矢立て、立組表掲示………（東豊・小原） 

・人工芝 カラーコーンの準備………（古川黎明・石巻）  

・後片付け点検…………………………（各校部長・各校顧問・各弓道会） 

その他 

・熱中症対策（氷のう、氷など）……（各校・各弓道会で持参。熱中症対策は確実に行ってくだ

さい。） 

 
16 その他 

（1）災害時の対応について 

災害時は、弓道場前の駐車場が第一次避難場所になる。緊急地震速報や揺れを感じた場合

は、直ちに競技を中断し、安全の確保を図る。大会役員の指示に従って、駐車場に避難する。
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その後、状況の確認をして、場合によっては二次避難（さらに広い場所）へ泉弓道場職員の

指示で）を行う。そのため、弓道場前の駐車場への駐車は大会関係者（役員駐車券持参のこ

と）のみとする。 （中断した場合は、その立の最初から競技を再開） 

 
（2）雷発生時の対応について 

雷鳴が聞こえたら速やかに競技を中断し、選手・役員は弓道場内あるいは控室内に避難す

る。木や電柱から 4ｍ以上離れる。近くに避難する場所がない場合は、姿勢を低くする。弓

や矢を持っていた場合は、体から離し、極力遠ざけるようにする。 

 
（3）県大会の実施が困難な場合について 

開催地の変更や順延等の対応が難しい状況であり、上位大会出場校、出場選手を決定する 

必要がある場合は、以下のように対応する。 

方法 各学校・競技団体は、エントリーしているチームの中からそれぞれ 1 チームずつ出

場（チーム内の選手の組み換えはしない）し，各人立射により 1 立 4 射，チーム 12

射を行い，順位を決定する。同中の場合には射詰競射によって順位を決定する。団体

出場ができない学校・競技団体は、個人戦でエントリーしている選手を 1 名出場させ

ることができる。なお、団体戦出場者は個人戦を兼ねる。大会会場は，多賀城中学校

弓道場（予定）とする。 

 
（4）大会会場内での事故について 

観戦者における競技会場内、または応援席や駐車場等、会場周辺の事故、破損等について

は、大会主催者や施設管理者は一切責任を負わない。一切の事故は自己責任であることを理

解した上で観戦するものとする。会場周辺の事故には、競技中のボールなどの用具が車や人

に直撃した場合や、風や雪、雷等、天候の影響で起こった場合も含む。 

 
  （5）引率者及び監督について 

          〇学校においては、引率者及び監督は当該校の校長・教員（非常勤を除く）・部活動指導員

(※１)とする。ただし、部活動指導員は教育委員会設置要綱のもと、以下の条件を満たし

ていなければならない。また、中学校体育連盟が主催する大会（予選を含む）で登録でき

る学校は１校のみであること。 

        ①満 20 歳以上であること 

        ②主催者からの要望があった場合、大会運営に協力する姿勢があること。 

        ③中学校体育連盟が主催する研修会を受講していること。 

        ④次のいずれかに当てはまる者とする。 

         ア 教育職員免許法に基づく免許を有する者 

          イ 公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導資格を有する者 

          ウ 競技の専門性と学校教育に関する理解を有し、適切な指導を行うことができる者。 

          ※１ ここでいう「部活動指導員」は、学校教育法施行規則第 78 条の２に示されてい

る者であり、学校設置者により任用されている者をいう。 

      〇外部コーチについては以下の区別とする。 

     「外部コーチ」・・校長の承認した者で日常の学校部活動の指導に当たっている者。 

     「郊外コーチ」・・クラブ・道場等の指導に当たっている者。 

    〇その他の団体においては、同一競技内において、中学校体育連盟が主催する大会（予選を 

含む）で監督、コーチとして登録できるチームは１チームのみであること。 

             〇本大会に出場するチーム・選手の引率者、監督、外部指導者（コーチ）、トレーナー等は、

部活動中における暴力・体罰・セクハラ等により任命権者または学校設置者から懲戒処分

を受けていないものであることとする。また、外部の指導者は校長から暴力等に対する指

導措置を受けていないこととする。校長はこの点を確認して、大会申込書を作成する。ま

た、地域クラブ活動においても指導者に暴力等がないことを代表者が確認して、大会申込

書を作成すること。何らかの形で虚偽や暴力等の事実が判明した場合は参加を認めない。 
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（6）けが等について 

         競技中に負傷した場合の応急処置は、救護係が行い、必要に応じて救急病院等と連絡を

とる。また、参加者は、健康保険証（マイナンバーカード等）を持参することが望ましい。 

        学校においては、独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害救済給付が適用される。

地域クラブ活動においては、当該クラブ代表者の責任のもと加入している傷害保険等の定

めを適用する。 

 
（7）SNS等に写真、動画を載せることは、個人情報上問題が発生するので、厳に慎しむこと。 

 

 
17  立順表  
    〈女子の部〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈男子の部〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 第一射場 第二射場 第三射場 

1 高崎 A 錦ケ丘 A 古川黎明 A 

2 多賀城 A 東北学院 A 利府 A 

3 東豊 A 大崎 石巻Ａ 

4 小牛田 広瀬Ａ 高崎 B 

5 錦ケ丘Ｂ 古川黎明Ｂ 多賀城 B 

6 東北学院 B 利府 B 東豊Ｂ 

7 石巻Ｂ 広瀬 B 高崎 C 

8 錦ケ丘 C 古川黎明 C 東北学院Ｃ 

9 利府Ｃ 高崎Ｄ 広瀬Ｃ 

10 古川黎明Ｄ 利府Ｄ   

１１ 個人（利、古、多） 個人（小原、多） 個人（広、古） 

 

 第一射場 第二射場 第三射場 

12 広瀬 A 高崎 A 錦ケ丘 A 

13 古川黎明 A 多賀城 A 東北学院 A 

14 小原 利府 A 東豊 A 
15 広瀬 B 高崎 B 錦ケ丘 B 

16 古川黎明 B 多賀城 B 東北学院 B 

17 利府 B 東豊 B 広瀬 C 

18 高崎 C 錦ケ丘 C 古川黎明 C 
19 多賀城 C 東北学院 C 利府 C 

20 東豊 C 錦ケ丘 D 古川黎明 D 

21 多賀城 D 東北学院 D 利府 D 

22 東豊 D 個人（東、利）  
23 個人（石、東、多） 個人（利、広）  

 


